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〜第３４回〜　太極拳趣味のひろば

　紹介したい趣味をお持ちの方は、総務企画課情報防災グループ（☎６６２−４８９９）までお知らせくださ
い。また、このコーナー以外でもあなたの趣味で創作、撮影した自慢したい作品を町ホームページ「あ
がらっしゃいギャラリー」のコーナーに展示することができます。応募方法など詳しくは町公式ホー
ムページ⇒「あがらっしゃいギャラリー」⇒「利用のきまり」をご覧ください。

URL:http://www.town.nakayama.yamagata.jp/kouryu.html
� ※こちらのＱＲコードからもご覧いただけます。➡

町に対するご意見をお寄せください！
ひまわりポスト　役場、中央公民館、保健福祉センターの窓口に設置してあるほか、
　　　　　　　　町ホームページからもメールで送信できます。
ひまわり直行便　平成２５年６月１５日号「広報なかやま」に折りこんだ料金後納ハガキに記載の

うえ、ポストに投函してください。　

スポーツとフルーツ　伸びゆく町　なかやま

▲�昨年６月、悠創の丘（山形市）で行
われた「新緑太極の集い」の様子

　
今
回
は
、『
健
康
太
極
拳
愛
好

会
』の
皆
さ
ん
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
太
極
拳
は
、
中
国
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
武
術
・
戦
闘
術
の
ひ
と
つ

で
す
。
最
近
で
は
健
康
法
と
し
て

も
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
幅
広

い
年
代
か
ら
健
康
体
操
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
ま
す
。
動
作
は
ゆ
っ

く
り
と
し
て
い
ま
す
が
、
足
腰
の

筋
力
強
化
、
バ
ラ
ン
ス
能
力
の
向

上
な
ど
、
多
く
の
健
康
効
果
が
期

待
で
き
る
ほ
か
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効

果
も
期
待
で
き
る
そ
う
で
す
。

　
指
導
を
務
め
る
菊
地
喜
代
一
さ

ん
は
、
太
極
拳
の
魅
力
に
つ
い

て
、「
勝
敗
を
決
め
る
も
の
で
は

な
い
の
で
、
他
と
比
べ
た
り
競
っ

た
り
す
る
こ
と
な
く
、
自
分
の
体

※今月号の「フレッシュ通信」は、ページ数の都合により休載いたします。

調
に
合
わ
せ
、
無

理
な
く
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
力
を
抜
い
て

緩
や
か
に
動
き
、

ゆ
っ
く
り
深
く
呼

吸
す
る
こ
と
で
心

が
穏
や
か
に
な
り

ま
す
」
と
太
極
拳

の
魅
力
を
語
っ
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　
健
康
太
極
拳
愛

好
会
で
は
、
週
に

１
度
の
活
動
の
ほ

か
、
研
修
会
・
交

流
会
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
仲
間
と
の
交
流
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
皆
さ
ん
も
、
健
康
太
極
拳
愛
好
会
の
皆
さ
ん
と

一
緒
に
、
楽
し
く
・
気
持
ち
よ
く
体
を
動
か
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

★

活
動
日
時　
毎
週
水
曜
日

　
　
　
　
　
　
午
後
７
時
～
８
時
３０
分

★

活
動
場
所　
中
央
公
民
館

★

活
動
内
容

　
・
週
１
回
の
稽
古

　
・
４
月
・
８
月
・
１２
月
…
親
睦
会

　
・
研
修
会
、
交
流
会
へ
の
参
加

★

会
員
数　
２２
名

★

入
会
を
希
望
す
る
方
は
会
長
の
志
田
健
さ
ん（
☎

６
６
２

−

２
２
７
７
）
ま
で
。

２０１４
平成２６年

№
７１４
3

東
京
中
山
会
　
ふ
る
さ
と
の
集
い
　
Ｐ
2〜
5

町
関
係
施
設
使
用
料
等
改
定
　
　
　
Ｐ
6〜
9

町
議
会
行
政
視
察
研
修
報
告
　
　
　
Ｐ
10〜

11
お
知
ら
せ
版
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｐ
18〜

21

■
配
布
物
　
中
山
中
Ｐ
Ｔ
Ａ
通
信
「
は
ぐ
る
ま
」

　
　
　
　
　
中
山
町
子
ど
も
会
 育
成
会
だ
よ
り

今
月
の
主
な
内
容

つ
き
た
て
お
餅
、
満
喫
中
♪

（
１７ペ

ー
ジ
に
関
連
記
事
）
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懐
か
し
い
仲
間
と
の
再
会
を
楽
し
む

東
京
中
山
会
ふ
る
さ
と
の
集
い

壇上で挨拶をする東京中山会 秋
葉功会長。今年度から「山形県人
東京連合会」副会長に就任されま
した。

【１】・【２】再会を喜び合う参加者。懐かしい顔ぶれとの談笑
では山形弁が飛び交う場面も。カメラを向けると思い思いの
ポーズをとり、笑顔を見せてくださいました。【３】カラオケ
では、会場から拍手が送られました。【４】閉会前、全員での「ふ
るさと」斉唱。【５】・【６】会場入り口付近では、町情報・物
産館　　　　が売り場を設け、地酒「ひまわり娘」や漬物な

ど、町の特産物を販売しました。
特に漬物が人気で、「山形の漬物
は家族や近所の方にも好評なので、
お土産にたくさん買っていきます」
と数種類購入する方が多く見られ
ました。

　会員相互の交流と親睦を図るとともに、ふるさと中山町の発展に寄与することを目的に設立され
た東京中山会は、今年で設立４０周年の節目を迎えました。東京中山会では、今後、ますます中山町
を盛り上げていくため、新規会員を募集しています。ご家族・ご親戚やお知り合いの方で関東にお
住まいの方がいらっしゃったら、ぜひ、東京中山会をご紹介ください。

１ ２

３ ４

５

６

■会 員 数　約１３００名
■主な事業　会員の親睦と交流（５月には１泊２日の親睦旅行、１１月には芋煮会などを予定し

ています）、周囲の人への中山町のＰＲ、中山町の応援など
■会　　費　無料
■入会資格　関東にお住まいの方で、中山町出身の方や就学・在勤経験など中山町にゆかりの

ある方はもちろん、ゆかりはなくても「中山町が好きで、中山町を応援したい！」
という気持ちのある方であればどなたでも入会できます。

■連 絡 先　東京中山会事務局長　松木庸雄　☎０４２－３９２－５６２６

ご家族・ご親戚に関東にお住まいの方はいませんか？
ただ今新規会員募集中です！

　
東
京
中
山
会（
秋
葉
功
会
長
）

の「
第
４０
回
ふ
る
さ
と
の
集
い
」

が
、
２
月
１６
日
、
東
京
都
千
代

田
区
の
都
道
府
県
会
館
で
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
東
京
中
山
会
は
、
関
東
に
居

住
す
る
中
山
町
出
身
者
を
中
心

に
組
織
さ
れ
る
会
で
、
今
年
で

設
立
４０
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま

し
た
。

　
当
日
、
会
場
に
は
会
員
約
１

２
０
名
が
参
集
。
当
町
か
ら
は
、

大
津
町
長
、鈴
木
町
議
会
議
長
、

斎
藤
副
議
長
、
鎌
上
議
員
を
は

じ
め
、
町
担
当
職
員
、
町
振
興

公
社
職
員
ら
が
招
待
さ
れ
、
情

報
交
換
な
ど
を
行
い
、
互
い
に

親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

後
に
、
遠
く
離
れ
た
関
東
か
ら
中
山

町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
こ

と
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、

「
町
職
員
全
員
が
一
丸
と
な
っ
て
中
山

町
発
展
の
た
め
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
」
と
約
束
し
、
町
政
へ
の
引
き

続
き
の
理
解
と
協
力
を
求
め
ま
し
た
。

　

 

第
二
部 �

　
第
二
部
は
、
副
会
長
の
武
田
藤
次

郎
さ
ん
（
小
塩
出
身
）
の
乾
杯
の
音

頭
で
に
ぎ
や
か
に
開
宴
。

　
各
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
町
や
町
振
興

公
社
、
豊
田
す
も
も
ワ
イ
ン
研
究
会

か
ら
提
供
さ
れ
た「
す
も
も
ワ
イ
ン
」

や
地
酒
「
ひ
ま
わ
り
娘
」
が
用
意
さ

れ
、
参
加
者
は
周
囲
の
人
と
談
笑
し

な
が
ら
、
ふ
る
さ
と
の
お
酒
や
料
理

を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
会
場
前
方
の
ス
テ
ー
ジ
に

は
カ
ラ
オ
ケ
が
設
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
自
慢
の
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

三
味
線
の
演
奏
も
あ
り
、
会
場
か
ら

は
合
い
の
手
や
掛
け
声
が
飛
び
交
っ

て
い
ま
し
た
。

　
楽
し
い
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に

す
ぎ
、最
後
は
全
員
で
「
ふ
る
さ
と
」

を
斉
唱
。
来
年
の
再
会
を
約
束
し
、

名
残
を
惜
し
み
な
が
ら
の
散
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

 

第
一
部 �

　
開
会
の
挨
拶
に
続
き
、
全
員
で
山

形
県
民
歌
、中
山
町
民
歌
を
斉
唱
し
、

第
一
部
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
秋
葉
功
会
長
（
三
軒
屋
出
身
）
の

挨
拶
で
は
、
ご
自
身
の
幼
少
時
代
の

思
い
出
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、「
今

年
も
、
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
を

同
じ
く
す
る
仲
間
が
集
ま
り
、
絆
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
て
大
変
嬉
し
く

思
う
。
今
年
は
設
立
４０
周
年
の
節
目

の
年
。
今
後
は
若
い
世
代
の
方
に
も

入
会
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
働
き
か

け
、
ま
す
ま
す
会
を
盛
り
上
げ
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
続
く
大
津
町
長
の
挨
拶
で
は
、
町

の
近
況
に
つ
い
て
の
報
告
と
、
今
後

町
で
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
行

政
施
策
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。
最
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▼旧 豊田中学校（昭和２８年卒業）の皆さん▼旧 長崎中学校（昭和２９年卒業）の皆さん

▼旧 豊田中学校（昭和２５年卒業）の皆さん▼旧 豊田中学校（昭和３２年卒業）の皆さん

ふ
る
さ
と
に

　
思
い
を
寄
せ
て
　「ふるさとの集い」
に参加した方から、
中山町での思い出
と、ふるさとへの思
いを語っていただき
ました。

　大津弘
ひろ
一
いち
さん（写真左端。出身：柳沢／現住所：神奈川県川崎市）は、大学

卒業後に上京されました。
　「不安よりも一人前になれる嬉しさの方が勝っていたような気がします」と
のことですが、「いざ上京してみると、『田舎者だからと値段をごまかされたり
しないか』と、食事をするにも勇気がいった。幸い、そういったトラブルはあ
りませんでしたが…」と当時を懐かしみ、笑いながら話してくださいました。
中山町での思い出を尋ねてみると、「小学生の時に理科に興味を持ち、毎日の
ように外に出て天体観測をしました。そのうちに好奇心がどんどん膨らみ、大
学は工学系の学部に、就職でも大学で学んだことを活かせるところに勤めまし
た。私の原点は、『もっと知りたい』という思いと好奇心を刺激してくれた、
ふるさと中山町の自然にあるのだろうと思います」と振り返っていました。

　伊藤さんは高校を卒業後、ふるさとから遠く離れた愛知県で就職。学生時代
から続けていたバレーボールの実業団チームにも所属し、活躍された後、結婚
を機に東京都世田谷区へ移られました。
　「当時は、田舎者と思われないよう一生懸命標準語を話そうとしていました。
今では山形より東京での生活が長くなり、すっかり標準語が身に付いたと思っ
ていたのですが、ふとした時に山形弁が出てしまい、思わず笑ってしまいます。
何年離れていても、やっぱり山形の人間なのですね」「かわいい孫や大切な家
族がいる東京を離れたいとは思いません。でも、時々懐かしい人たちに会いに
中山町に帰りたくなります。いつまでもほっとする素朴さで迎えてくれる中山
町であってほしいと思います」とふるさとへの思いを語ってくださいました。

　柏倉多右衛門さんは、転職のため５０代半ばで地元を離れました。現在は退職さ
れ、お住まいの栃木県大田原市にギャラリーを構え、版画や彫刻を楽しんでいま
す。その腕前は栃木県版画大賞を受賞したり、日本版画会展で入選するほどです。
　柏倉さんが手がける作品には、お達磨の桜や楯の大イチョウなど、町のシンボ
ルを題材にしたものもあります。柏倉さんは作品について、「生まれ育った中山町は、
私にとって大切な場所です。幼いころに何気なく見ていた景色も、今となっては
宝物。見るたびに感動が蘇るよう、ふるさとの懐かしい風景を作品として残した
いと思ったのです」と語り、今後の作品作りにさらなる意欲を見せていました。

　武田さんは、高校卒業後、就職のため上京されました。
　当時の心境について、「同じ会社に高校の先輩がいらっ
しゃったこともあり、地元を離れることに対する不安は
少なかったように思います。会社にも、私と同じように
山形から出てきている者が多く、同じ風土で育った仲間
同士、励まし合っていました。同郷の絆のようなものを
感じ、心強かったですね」と振り返り、今後の中山町に
ついて、「もちろん、多くの人が住みたくなるような発展・

「原点はふるさとに」「ほっとする素朴さが町の魅力」

「ふるさとの景色、いつまでも」「同郷の絆、心強かった」

▲柏倉多右衛門さんの作
品「凄命のちから」（第
５４回日本版画会展入選）。
お達磨の桜を題材にして
います。

出　身：岡
現住所：栃木県大田原市

柏倉多右衛門さん
出　身：小塩　　　　
現住所：千葉県市川市

武田　英明さん

開発は必要です。しかし、他にはない中山町ならではの優しく温かい雰囲気は
変わらずにあってほしいと思います」と思いを語ってくださいました。

出　身：新田町�
現住所：東京都世田谷区

伊藤喜代栄さん
（旧姓 高橋）

　面積わずか３１．２３平方キ
ロメートルの中山町。大き
なショッピングモールも娯
楽施設もなく、「何もない
町」と言う方もいます。で
も、「『何もない』からこそ、
日常が満たされていた。離
れてみて、そのことに初め
て気付きました」と出席者
の皆さんは口を揃えます。
　都会のような派手さはあ
りませんが、素朴でどこか
懐かしく、人の温かさ・優
しさにあふれる中山町。私
たちにとってそれはあまり
に当たり前で、つい見落と
してしまいがちですが、素
朴で「なにもない」日常こ
そ中山町の魅力で、宝物な
のかもしれません。そして、
それこそが中山町が多くの
人にとって特別な場所であ
り続ける所

ゆ え ん

以なのではない
でしょうか。

おわりに
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４月１日から消費税等の税率引き上げにより
使用料等が一部改定されます

　社会保障を充実・安定化させるための財源として、現行５％の消費税率が、平成２６年４月１日
から８％に改正されることに伴い、町公共施設使用料、公共下水道使用料等の改定を行います。
　４月以降の町公共施設使用については、平成２６年３月３１日までに使用の許可があったものにつ
いては現行の使用料となり、平成２６年４月１日以降に使用が許可されたものについては改定後の
使用料となります。
　なお、住民票や印鑑登録証明、納税等税関係証明書などの手数料は現行のままで、改定いたし
ません。

※現行の使用料等は、一部を除き内税（消費税率５％）です。
※消費税率変更後の使用料について、１０円未満の端数がある場合は切り捨てとなります。

【消費税および地方消費税の税率引き上げについて】

【町営バスに関するもの、施設に関するもの】

【使用料等の改定について】

現　行 平成２６年４月１日～ 平成２７年１０月１日～
（予定）※

税　率 ５．０％ ８．０％ １０．０％
うち地方分 １．０％ １．７％ 　２．２％
う ち 国 分 ４．０％ ６．３％ 　７．８％

区　分 現行使用料
（消費税含む）

改定後使用料
（消費税含む） お問い合わせ先

町
営
バ
ス
利
用
料

普通利用料
（１回券）

一　　　般（中学生以上） １００円 １００円

総務企画課企画財政Ｇ
　☎６６２ー４２７１

子　ど　も（小学生以下） ５０円 ５０円

回数券利用料
（１１回券）

一　　　般（中学生以上） １，０００円 １，０００円
子　ど　も（小学生以下） ５００円 ５００円

各　

施　

設　

使　

用　

料

防災センター
１階会議室（９時～１２時） ３００円 ３１０円 総務企画課情報防災Ｇ

　☎６６２ー４８９９２階研修室（９時～１２時） １，１３０円 １，１６０円

保 健 福 祉
セ ン タ ー

研 修 室（９時～１２時） １，２２０円 １，２９０円 健康福祉課健康づくりＧ
　☎６６２ー２８３６調理実習室等（９時～１２時） ６１０円 ６４０円

中央公民館
大 ホ ー ル（９時～１２時） ６，１８０円 ６，４８０円

教育課生涯学習Ｇ
　☎６６２ー２２３５

研 修 室 等（９時～１２時） ６１０円 ６４０円

西 部 地 区
公 民 館

調理実習室（１回） ２，０６０円 ２，１６０円
集 会 室（１回） ３，０９０円 ３，２４０円

勤 労 文 化
セ ン タ ー

調理実習室等（９時～１２時） ６１０円 ６４０円
集 会 室（９時～１２時） １，５４０円 １，６２０円

町 民
グラウンド

全 部 使 用
（アマチュア・１時間当たり） ３００円 ３１０円

総合体育館
　☎６６２ー２３００

教育課生涯学習Ｇ
　☎６６２ー２２８９

夜 間 照 明
（アマチュア・１時間当たり） ４，０００円 ４，１１０円

町民プール
大　　　人 １００円 １００円
子　ど　も ５０円 ５０円

町 民
テニスコート

大　　　人（１面・１時間） ３００円 ３１０円
子　ど　も（１面・１時間） １５０円 １６０円

総合体育館 ア リ ー ナ
（入場料なし・９時～２１時３０分） ２，０００円 ２，０９０円

屋内ゲート
ボ ー ル 場

大　　　人（１面・１時間） ３００円 ３１０円
子　ど　も（１面・１時間） １５０円 １６０円

グラウンド
ゴ ル フ 場

中学生以下
１　日 １２０円 １２０円
年　間 ３，５００円 ３，６００円

高校生以上
１　日 ２５０円 ２５０円
年　間 ７，５００円 ７，７２０円

豊田地区農業集落多目的集会施設、達磨寺向新田地区農村集落多
目的共同利用施設、東部地区多目的交流センター、岡地区文化交
流センター

産業振興課産業振興Ｇ
　☎６６２ー２１１４

種　類 使用料等
町営バスに関するもの 普通利用料、回数券利用料
施設に関するもの 各施設使用料

下水道等に関するもの 公共下水道使用料、農業集落排水処理施設使用料
教育に関するもの 学校給食費

現行の使用料（内税）÷ １．０５ ＝ 改定後の使用料（税抜）
改定後の使用料（税抜）× １．０８ ＝ 改定後の使用料

（消費税８％含む・
　　１０円未満の端数切り捨て）

基本的な考え方

　税率が次のとおり２段階で引き上げられます。

　町では、次に掲げるものについて、平成２６年４月１日から消費税等相当額の引き上げを行います。

　なお、改定の概要については次のとおりです。詳細は町公式ホームページをご覧になるか、
各担当へお問い合わせください。

※消費税率１０％の実施時期については、今後国が決定します。

◆下記により紹介している使用・利用料はごく一部です。詳しくは各担当へお問い合わせください。
◆町民および町内の団体が利用する場合、使用料は無料になる場合があります。

26.3.15 6

広報なかやま

7 26.3.15



【下水道等に関するもの】（公共下水道使用料、農業集落排水処理施設使用料）

使用水量
（㎥） 使用料 使用水量

（㎥） 使用料
２０まで ２，９４０円 ６５ １０，７８０円
２１ ３，１００円 ６６ １０，９６０円
２２ ３，２８０円 ６７ １１，１４０円
２３ ３，４４０円 ６８ １１，３４０円
２４ ３，６２０円 ６９ １１，５２０円
２５ ３，８００円 ７０ １１，７００円
２６ ３，９６０円 ７１ １１，８８０円
２７ ４，１４０円 ７２ １２，０６０円
２８ ４，３２０円 ７３ １２，２４０円
２９ ４，４８０円 ７４ １２，４４０円
３０ ４，６６０円 ７５ １２，６２０円
３１ ４，８４０円 ７６ １２，８００円
３２ ５，０００円 ７７ １２，９８０円
３３ ５，１８０円 ７８ １３，１６０円
３４ ５，３６０円 ７９ １３，３６０円
３５ ５，５２０円 ８０ １３，５４０円
３６ ５，７００円 ８１ １３，７２０円
３７ ５，８８０円 ８２ １３，９００円
３８ ６，０４０円 ８３ １４，０８０円
３９ ６，２２０円 ８４ １４，２８０円
４０ ６，４００円 ８５ １４，４６０円
４１ ６，５６０円 ８６ １４，６４０円
４２ ６，７４０円 ８７ １４，８２０円
４３ ６，９２０円 ８８ １５，０００円
４４ ７，０８０円 ８９ １５，１８０円
４５ ７，２６０円 ９０ １５，３８０円
４６ ７，４４０円 ９１ １５，５６０円
４７ ７，６００円 ９２ １５，７４０円
４８ ７，７８０円 ９３ １５，９２０円
４９ ７，９６０円 ９４ １６，１００円
５０ ８，１２０円 ９５ １６，３００円
５１ ８，３００円 ９６ １６，４８０円
５２ ８，４８０円 ９７ １６，６６０円
５３ ８，６４０円 ９８ １６，８４０円
５４ ８，８２０円 ９９ １７，０２０円
５５ ９，０００円 １００ １７，２２０円
５６ ９，１６０円 １１０ １９，０４０円
５７ ９，３４０円 １２０ ２０，８８０円
５８ ９，５２０円 １３０ ２２，７２０円
５９ ９，６８０円 １４０ ２４，５６０円
６０ ９，８６０円 １５０ ２６，４００円
６１ １０，０４０円 １６０ ２８，２４０円
６２ １０，２２０円 １７０ ３０，０８０円
６３ １０，４２０円 １８０ ３１，９２０円
６４ １０，６００円 １９０ ３３，７４０円

世帯員数
（人） 使用料 世帯員数

（人） 使用料
０ １，９００円 ５ ４，１５０円
１ ２，３５０円 ６ ４，６００円
２ ２，８００円 ７ ５，０５０円
３ ３，２５０円 ８ ５，５００円
４ ３，７００円 ９ ５，９５０円

世帯員数
（人） 使用料 世帯員数

（人） 使用料
０ １，９５０円 ５ ４，２５０円
１ ２，４１０円 ６ ４，７１０円
２ ２，８７０円 ７ ５，１７０円
３ ３，３３０円 ８ ５，６３０円
４ ３，７９０円 ９ ６，０９０円

◆公共下水道使用料（２か月分）

◆農業集落排水処理施設使用料（１か月分）

【現行（消費税含む）】

【現行】 【平成２６年４月分〜】

使用水量
（㎥） 使用料 使用水量

（㎥） 使用料
２０まで ３，０２０円 ６５ １１，０８０円
２１ ３，２００円 ６６ １１，２８０円
２２ ３，３８０円 ６７ １１，４６０円
２３ ３，５４０円 ６８ １１，６６０円
２４ ３，７２０円 ６９ １１，８４０円
２５ ３，９００円 ７０ １２，０４０円
２６ ４，０８０円 ７１ １２，２２０円
２７ ４，２６０円 ７２ １２，４２０円
２８ ４，４４０円 ７３ １２，６００円
２９ ４，６２０円 ７４ １２，７８０円
３０ ４，８００円 ７５ １２，９８０円
３１ ４，９８０円 ７６ １３，１６０円
３２ ５，１６０円 ７７ １３，３６０円
３３ ５，３４０円 ７８ １３，５４０円
３４ ５，５００円 ７９ １３，７４０円
３５ ５，６８０円 ８０ １３，９２０円
３６ ５，８６０円 ８１ １４，１２０円
３７ ６，０４０円 ８２ １４，３００円
３８ ６，２２０円 ８３ １４，４８０円
３９ ６，４００円 ８４ １４，６８０円
４０ ６，５８０円 ８５ １４，８６０円
４１ ６，７６０円 ８６ １５，０６０円
４２ ６，９４０円 ８７ １５，２４０円
４３ ７，１２０円 ８８ １５，４４０円
４４ ７，３００円 ８９ １５，６２０円
４５ ７，４６０円 ９０ １５，８２０円
４６ ７，６４０円 ９１ １６，０００円
４７ ７，８２０円 ９２ １６，２００円
４８ ８，０００円 ９３ １６，３８０円
４９ ８，１８０円 ９４ １６，５６０円
５０ ８，３６０円 ９５ １６，７６０円
５１ ８，５４０円 ９６ １６，９４０円
５２ ８，７２０円 ９７ １７，１４０円
５３ ８，９００円 ９８ １７，３２０円
５４ ９，０８０円 ９９ １７，５２０円
５５ ９，２６０円 １００ １７，７００円
５６ ９，４２０円 １１０ １９，６００円
５７ ９，６００円 １２０ ２１，４８０円
５８ ９，７８０円 １３０ ２３，３８０円
５９ ９，９６０円 １４０ ２５，２６０円
６０ １０，１４０円 １５０ ２７，１６０円
６１ １０，３４０円 １６０ ２９，０４０円
６２ １０，５２０円 １７０ ３０，９４０円
６３ １０，７００円 １８０ ３２，８２０円
６４ １０，９００円 １９０ ３４，７２０円

【消費税増税後（消費税含む）】

※�新しい下水道使用料は、平成２６年４月１日以降の検針から使用した分の下水道使用料より適
用されます。

※�平成２６年３月末以前の検針から使用し、平成２６年４月末までの検針で確定した下水道使用料
は、経過措置により消費税率５％が適用されます。

　２か月分の使用水量の半分を１か月の使用水量とみなし（a）、１か月分の公共下水道使用料
を算定し（b）、その２倍の額を２か月分として（c）、２か月ごとに請求します。

　＜計算例＞
　　世帯員４人の場合の使用料：１，９５０円＋（４６０円×４人）＝３，７９０円

※１０円未満の端数を切り捨て

　＜計算例＞
　　２か月の使用水量が７０㎥の場合→１か月の使用水量を�３５㎥�とみなす・・・（ａ）

→１か月分の公共下水道使用料：５，５７５円×１．０８＝６，０２１円（１０円未満の端数を切り捨て）＝６，０２０円…（ｂ）
→２か月分の公共下水道使用料：６，０２０円×２＝１２，０４０円…（ｃ）

①１０㎥

３，３００円（１６５円×２０㎥）

５，５７５円（税抜）

②１０㎥を超えて３０㎥まで　２０㎥
＋

１，４００円（基本料金・定額）

③３０㎥を超えた水量　５㎥ ８７５円（１７５円×５㎥）

＋

計算方法

使　用　水　量 使用料（税抜）
１０㎥まで（基本料金・定額） １，４００円
１０㎥を超えて３０㎥まで（１㎥あたり） 　１６５円
３０㎥を超えた水量（１㎥あたり） 　１７５円

区　分 使用料（税抜） 現　行
（消費税５％含む）

平成２６年４月１日～
（消費税８％含む）

１世帯当たり １，８１０円 １，９００円 １，９５０円
空き家等１か所当たり １，８１０円 １，９００円 １，９５０円
世帯員１人当たり 　４２９円 　４５０円 　４６０円

【１か月の公共下水道使用料】

※お問い合わせ先　建設課下水道管財Ｇ　☎６６２－２１１５

➡

➡

【教育に関するもの】（学校給食費）

区　分 現　行 平成２６年４月１日～
小学校 ２３１円 ２３８円
中学校 ２６５円 ２７３円

　２月２１日に開催した「学校給食共同調理場運営委員会」において、次のように決定されました。

※お問い合わせ先　学校給食共同調理場　☎６６２－２０３５
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２
月
６
日
は
、
栃
木
県
茂
木
町
の
給

食
セ
ン
タ
ー
の
視
察
に
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　
茂
木
町
は
、
１
月
１
日
時
点
で
人
口

１
万
３
９
８
３
人
、
東
京
か
ら
１
０
０

㎞
圏
内
、
町
内
に
は
世
界
有
数
の
大
型

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
施
設
「
ツ
イ
ン
リ

　
２
月
７
日
は
、栃
木
県
市
貝
町
で「
保

育
園
の
民
営
化
等
」
を
テ
ー
マ
に
視
察

し
た
後
、
民
間
移
管
さ
れ
た
私
立
「
赤

羽
保
育
園
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　
市
貝
町
は
、
東
西
約
９
・
９
㎞
、
南

北
約
１５
・
６
㎞
の
長
方
形
の
形
を
し
て

お
り
、
県
都
宇
都
宮
市
か
ら
東
へ
約
２４

㎞
に
位
置
し
、
東
は
茂
木
町
、
西
は
芳

賀
町
、
南
は
真
岡
市
及
び
益
子
町
、
北

は
那
須
烏
山
市
に
接
し
て
い
る
町
で
す
。

　
１
月
１
日
時
点
で
の
町
の
人
口
は
１

万
２
２
６
６
人
で
、
中
山
町
の
人
口
と

ほ
ぼ
同
じ
規
模
で
、
私
達
が
訪
れ
た
時

に
は
積
雪
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

気
温
は
山
形
と
差
ほ
ど
変
わ
ら
な
い
程

度
の
寒
い
日
で
し
た
。

　
市
貝
町
の
０
歳
児
か
ら
５
歳
児
園
児

の
総
数
３
１
９
名
の
う
ち
、
１
２
５
名

が
入
所
す
る
最
大
規
模
の
保
育
園
が
赤

羽
保
育
園
で
す
。
昭
和
４２
年
に
公
営
で

開
設
し
た
施
設
を
、
今
か
ら
約
５
年
前

の
平
成
２０
年
に
民
営
化
し
、
施
設
は
築

後
３４
年
経
過
し
て
い
ま
す
。

　
運
営
は
、
当
施
設
を
含
む
７
施
設

の
保
育
園
や
幼
稚
園
を
運
営
す
る
社

総
務
文
教
常
任
委
員
会

�

副
委
員
長　
鎌
上　
徹

厚
生
産
業
常
任
委
員
会

�

副
委
員
長　
渡
辺
博
文

▼
栃
木
県
茂
木
町

�

（
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）

▼
栃
木
県
市
貝
町

�

（
保
育
園
の
民
営
化
等
）

町
議
会
行
政
視
察
研
修
報
告

　
２
月
６
日
か
ら
７
日
の
２
日
間
、
町
議
会
の
総
務
文
教
お
よ

び
厚
生
産
業
常
任
委
員
会
に
よ
る
行
政
視
察
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ン
ク
も
て
ぎ
」
が
あ
り
、
年
間
２
４
０

万
人
が
訪
れ
る
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
中
山
町
で
は
、
現
在
、
新
学
校
給
食

共
同
調
理
場
の
建
設
が
予
定
さ
れ
、
実

施
設
計
も
決
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、

茂
木
町
の
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
平
成

２３
年
の
９
月
に
完
成
し
、
規
模
的
に
も

中
山
町
が
参
考
に
し
や
す
い
施
設
で
し

た
。

　
建
設
は
、
設
計
管
理
・
建
築
工
事
・

電
気
設
備
工
事
・
機
械
設
備
工
事
・
厨

房
設
備
と
分
離
発
注
し
、
宇
都
宮
市
内

の
会
社
が
受
注
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

厨
房
施
設
に
関
し
て
は
、
今
後
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
等
の
こ
と
を
考
え
、厨
房
メ
ー

カ
ー
の
タ
ニ
コ
ー
株
式
会
社
に
発
注
し

て
い
ま
す
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
、
氷
蓄
熱
式
空
冷

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
エ
ア
コ
ン

及
び
業
務
用
エ
コ
キ
ュ
ー
ト
を
採
用
し
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
の
低
減
を
図
っ
て

い
ま
し
た
。

　
調
理
室
は
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ
【
※
】
概

念
を
導
入
し
た
施
設
と
な
っ
て
お
り
、

エ
ア
シ
ャ
ワ
ー
、
自
動
ド
ア
、
自
動
水

栓
を
取
り
入
れ
、
衛
生
レ
ベ
ル
に
応
じ

会
福
祉
法
人
「
青
葉
学
園
福
祉
会
」

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス　

w
w
w
.

aobagakuen-kinder.jp/annai.
htm
l

）
が
運
営
し
て
い
ま
す
。

▲�こちらのＱＲ
コードからも
アクセスでき
ます。

①
現
況
に
つ
い
て

　

�

定
員
１
０
０
名
に
対
し
、
現
在
１
２

５
名
が
入
所
。

②
民
営
化
の
経
緯

　

�

三
位
一
体
の
改
革
（
国
の
補
助
金
等

の
見
直
し
）に
よ
り
、財
源
の
効
率
・

効
果
的
活
用
が
民
営
化
の
主
因
。

③
保
育
料

　

�

０
円
か
ら
４
万
５
０
０
０
円
ま
で
８

階
層
に
分
か
れ
て
い
る
。

④
待
機
児
童　
現
在
ゼ
ロ
。

⑤
保
育
園
へ
の
補
助
金

　

�

運
営
委
託
料
及
び
保
育
料
を
差
し
引

い
た
残
額
に
対
し
て
、
国
１
／
２
、

県
１
／
４
。
保
育
士
増
員
事
業
、
県

１
／
２
。
調
理
員
増
員
事
業
、
県
１

／
２
。延
長
保
育
事
業
、県
２
／
３
等
。

⑥
町
民（
保
護
者
）か
ら
の
要
望・意
見

　
選
考
委
員
会
に
保
護
者
代
表
を
参
加

さ
せ
て
ほ
し
い
。
土
曜
保
育
・
０
歳
児

保
育
を
充
実
さ
せ
て
ほ
し
い
。
教
材
費
・

保
護
者
会
費
等
の
徴
収
は
事
前
に
保
護

者
の
同
意
を
得
て
ほ
し
い
。
看
護
師
が

配
置
さ
れ
て
安
心
で
き
る
。
金
銭
負
担

が
増
え
た
等
。

　
市
貝
町
に
は
合
計
１
３
４
名
の
児
童

が
入
所
す
る
２
施
設
の
公
営
（
町
営
）

の
保
育
所
と
、
合
計
１
８
５
名
が
入
所

す
る
２
施
設
の
民
営
の
保
育
所
が
あ
り

ま
す
。
財
源
内
訳
を
比
較
す
る
と
、
運

営
費
全
体
に
占
め
る
割
合
は
、
国
庫
補

助
金
と
県
支
出
金
の
合
計
が
公
営
で
０
・

９
％
、
民
営
で
４２
％
、
一
方
で
町
の
一

般
財
源
支
出
が
、
公
営
で
８２
・
９
％
、

民
営
で
３５
・
６
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
三
位
一
体
改
革
で
平
成
１６
年
に
公
営

保
育
園
の
運
営
に
対
す
る
国
・
県
負
担

金
が
廃
止
さ
れ
て
以
来
、
公
営
保
育
園

の
民
営
化
を
実
施
、
ま
た
は
検
討
さ
れ

て
い
る
保
育
園
が
多
数
出
て
き
て
い
る

状
況
で
す
。

　
視
察
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
赤
羽
保
育

園
は
、
民
間
委
託
決
定
か
ら
開
所
ま
で

３
年
以
上
の
時
を
要
し
て
い
ま
し
た
。

定
員
２
２
０
名
の
我
が
町
の
な
か
や
ま

保
育
園
も
、
町
の
一
般
財
源
支
出
負
担

を
考
慮
す
る
と
、
税
収
・
補
助
金
等
の

歳
入
が
伸
び
悩
み
、
あ
る
い
は
減
少
す

る
現
状
で
は
、
検
討
開
始
は
急
務
な
の

か
も
知
れ
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第

で
す
。

て
床
の
色
分
け
等
を
行
い
衛
生
管
理
の

徹
底
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

湿
度
が
低
く
、
細
菌
等
の
繁
殖
が
少
な

く
、
衛
生
的
な
環
境
を
維
持
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
厨
房
設
備
は
、
調

理
室
内
の
温
度
や
湿
度
を
管
理
し
や
す

い
よ
う
に
厨
房
機
器
の
排
熱
が
ほ
と
ん

ど
な
い
電
化
厨
房
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

　
茂
木
町
は
中
学
校
３
校
（
４
０
６

食
）、
小
学
校
４
校
（
６
７
７
食
）
で
、

年
間
２
０
０
回
―
米
飯
が
週
３
回
（
茂

木
町
産
米
使
用
）
と
パ
ン
、
麺
類
が
週

２
回
と
な
っ
て
お
り
、
地
産
地
消
の
食

材
を
最
大
限
に
取
り
入
れ
る
よ
う
に
し

て
い
ま
し
た
。

　
調
理
・
配
送
業
務
は
、
栃
木
県
宇
都

宮
市
を
拠
点
と
し
、
企
業
・
学
校
・
公

共
団
体
な
ど
の
食
堂
を
委
託
さ
れ
コ
ン

ト
ラ
ク
ト
フ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
を
展
開
す

る
イ
ー
ト
ラ
ン
ド
株
式
会
社
に
委
託
し

て
い
ま
す
。

　
中
山
町
で
建
設
予
定
の
学
校
給
食
共

同
調
理
場
は
、
外
部
か
ら
の
見
学
者
が

給
食
を
調
理
し
て
い
る
所
を
見
学
で
き

る
よ
う
に
、
ガ
ラ
ス
張
り
の
部
分
を
設

け
る
予
定
で
す
が
、
茂
木
町
で
は
湿
度

管
理
や
窓
ガ
ラ
ス
清
掃
な
ど
の
管
理
コ

ス
ト
の
軽
減
の
た
め
に
、
ガ
ラ
ス
張
り

の
フ
ロ
ア
ー
は
設
け
て
い
な
い
と
の
こ

と
で
し
た
。

　
見
学
者
等
に
対
し
て
は
、
２
階
の
会

議
室
に
お
い
て
、
１
階
調
理
室
の
洗
浄

室
等
に
設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
か
ら
モ
ニ

タ
ー
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お

り
、
２
階
フ
ロ
ア
ー
の
建
具
や
内
装
に

は
、
茂
木
町
産
の
木
材
を
使
っ
て
い
る

の
も
特
徴
的
で
し
た
。

　
今
回
、
視
察
を
終
え
感
じ
た
事
は
、

茂
木
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て
の

安
全
安
心
に
対
し
て
の
考
え
方
を
参
考

に
、
中
山
町
の
子
ど
も
達
の
た
め
、
安

全
に
安
心
し
て
食
べ
ら
れ
る
給
食
を
提

供
で
き
る
施
設
を
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト

共
に
最
善
を
目
標
に
建
設
し
て
い
か
な

く
て
は
行
け
な
い
と
思
い
ま
し
た
。

※�

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ（H

azard�A
nalysis�C

ritical�
C
ontrol�Point

）
…
食
品
の
製
造
・
加
工

工
程
で
発
生
す
る
恐
れ
の
あ
る
微
生
物
汚
染

等
の
危
害
を
あ
ら
か
じ
め
分
析
し
、
製
造
工

程
の
ど
の
段
階
で
ど
の
よ
う
な
対
策
を
す
れ

ば
よ
り
安
全
な
製
品
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

か
と
い
う
重
要
管
理
点
を
定
め
、
製
品
の
安

全
を
確
保
す
る
衛
生
管
理
の
手
法
。

茂木町での視察研修の様子

市貝町での研修の様子
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様
々
な
分
野
で
活
躍
す
る
女
性

た
ち
の
活
動
の
成
果
や
作
品
を
披

露
す
る
「
女
性
ま
つ
り
（
主
催
：

町
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
）」
が
、

２
月
１１
日
、
中
央
公
民
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
町
内
の
女
性
の
力
を
結
集
さ
せ

て
作
り
上
げ
る
、
年
に
１
度
の
こ

の
お
ま
つ
り
。参
加
者
は
、ス
テ
ー

ジ
発
表
で
、
展
示
作
品
で
、
そ
れ

ぞ
れ
１
年
間
の
活
動
の
成
果
を
発

表
し
ま
し
た
。

▼
作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
ロ
ビ
ー
や
大
ホ
ー
ル
で
は
、
生

け
花
や
寄
せ
植
え
、
パ
ッ
チ
ワ
ー

ク
、編
み
物
な
ど
の
作
品
を
展
示
。

　
ど
の
作
品
も
心
を
込
め
て
丁
寧

に
仕
上
げ
ら
れ
た
力
作
で
、
訪
れ

た
人
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
個
性
的
で

眺
め
て
い
る
だ
け
で
楽
し
い
。
店

頭
に
並
ん
で
い
て
も
お
か
し
く
な

い
よ
う
な
作
品
ば
か
り
で
驚
い
た
」

と
感
心
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

出
品
者
に
ど
の
よ
う
に
作
っ
た
の

か
を
訊
ね
る
な
ど
し
て
、
交
流
の

輪
を
広
げ
て
い
ま
し
た
。

▼
料
理
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
「
豆
類
を
使
っ
た
料
理
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
食
生
活
改
善
推
進

員
の
皆
さ
ん
の
工
夫
を
凝
ら
し
た

料
理
の
数
々
が
並
び
ま
し
た
。
家

族
の
健
康
を
管
理
す
る
お
母
さ
ん

た
ち
は
、
栄
養
豊
富
な
豆
類
を

使
っ
た
料
理
を
レ
パ
ー
ト
リ
ー
に

加
え
よ
う
と
、
熱
心
に
レ
シ
ピ
の

メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

▼
ス
テ
ー
ジ
発
表

　
８
つ
の
団
体
が
登
壇
し
、
太
極

拳
や
剣
舞
、
民
舞
な
ど
を
披
露
。

ま
た
、「
中
山
い
き
い
き
教
室
」

健
康
民
舞
で
講
師
を
さ
れ
て
い
る

鈴
木
豊
喜
芳
さ
ん
や
、
同
じ
く
民

謡
部
で
講
師
を
さ
れ
て
い
る
五
十

嵐
秀
菊
さ
ん
も
ス
テ
ー
ジ
に
立
ち
、

会
場
を
さ
ら
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
発
表
に
は
、
友
人
や

家
族
の
活
躍
を
見
届
け
よ
う
と
、

２
０
０
名
以
上
の
観
客
が
集
ま
り
、

あ
ら
か
じ
め
用
意
し
て
い
た
椅
子

で
は
足
り
ず
、
立
ち
見
客
が
出
る

ほ
ど
で
し
た
。
発
表
が
終
わ
る
た

び
に
、
会
場
に
集
ま
っ
た
観
客
か

ら
大
き
な
拍
手
が
沸
き
起
こ
り
、

今
年
も
大
盛
況
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
年
に
１
度
の
「
女
性
ま
つ
り
」

は
、
今
年
も
、
元
気
で
意
欲
的
な

女
性
た
ち
の
力
で
活
気
あ
る
イ
ベ

ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
活

動
で
も
互
い
に
切
磋
琢
磨
し
、
来

年
も
ま
た
、
素
晴
ら
し
い
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
展
示
作
品
を
披
露
し
て

く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

町内の女性の力を結集「女性まつり」

【１】・【２】ステージ発表の様子。各団体とも、華やかな衣装に身
を包み、１年間の活動の成果を披露しました。【３】入り口付近に
はＪＡやまがた豊田支店生産学級による農産物や加工品等の販売
コーナーが設置されました。【４】大ホールに設けられた展示コー
ナー。おしゃれなニット作品やカラフルなパッチワークなどが並
びました。プロ顔負けの出来栄えに、訪れた人は終始感心しなが
ら思い思いにコーナーを巡っていました。【５】アクリル毛糸を使っ
たエコたわし作りの体験コーナーや、風呂敷の様々な使い方の講
習会なども設けられました。【６】ステージ発表終了後は、町内産
のお米で作ったおにぎりが振舞われました。

５

４１

３２

６

柏
倉
家
で
お
香
体
験

宝
く
じ
助
成
金
で

防
災
用
品
を
整
備

　
３
月
２
日
、
日
本
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
「
お

香
」
の
文
化
に
多
く
の
人
か
ら
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
柏
倉
九
左
ェ
門
家
で
ひ
な
ま
つ
り
期

間
中
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
お
香
の
香
り
を
楽

し
む
ひ
と
と
き
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
柏
倉
家
を
訪
れ
た
観
光
客
は
、「
お
香
を
楽

し
む
会
」
の
秋
葉
奈
々
さ
ん
と
三
浦
穂ほ
の
み泉

さ
ん

（
長
崎
小
６
年
生
）
の
手
ほ
ど
き
で
、
お
香
の

作
法
を
学
び
な
が
ら
、
真ま

な

か
南
賀
、
羅ら
こ
く国
、
寸す

門も

多た

羅ら

、
伽き
ゃ
ら羅
、
佐さ

そ

ら
曽
良
、
真ま
な
ば
ん
南
蛮
の
６
種
類
の

お
香
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
お
香
体
験
は
、
３
月
２３
日
に
再
度
行
わ
れ
る

ほ
か
、
期
間
中
は
次
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
ま
す
。

　
新
田
町
自
主
防
災
会
が
、
宝
く
じ

の
社
会
貢
献
広
報
事
業
の
助
成
金
を

受
け
、
ミ
ニ
メ
ガ
ホ
ン
や
発
電
機
、

デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
等
の
防

災
用
品
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
自
主
防
災
組
織
内

の
被
害
状
況
の
把
握
が
迅
速
に
な
り
、

ま
た
、
消
防
団
や
行
政
機
関
と
の
連

絡
手
段
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

速
や
か
な
救
助
、
避
難
等
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

●時　間　午前１０時～午後４時
●入館料　高校生以上 ５００円
　　　　　小中学生　 ３００円
●期間中イベント
　◆３月１６日（日）
　　柏倉九左ェ門家講演（無料）
　　「柏倉九左ェ門家の金融と経営」
 副題：江戸中期
 山形大学人文学部 岩田浩太郎ゼミ
　◆３月２１日（金・祝日）
　　ひなまつり音楽会（無料）
　　「雅楽とコーラスと
 ポップスで楽しむひととき」
　◆３月２１日（金・祝日）～２３日（日）
　　甘酒振舞い（無料、１０：３０～、１４：３０～）
　◆３月２３日（日）
　　ひなまつりとお香を楽しむ会（無料）
　◆３月３０日（日）
　　餅つき振舞い（無料、１１：００～）

４月３日（木）まで

柏倉九左ェ門家ひなまつり
出羽の国の大庄屋

▲宝くじ助成金で整備された防災用品
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須
川
も
大
雨
に
よ
る
洪
水
が
多

く
、
下
流
部
で
は
蛇
行
も
激
し
い

も
の
で
し
た
。

　
須
川
に
関
わ
る
本
町
の
洪
水
は
、

主
に
車
渕
と
呼
ば
れ
る
船
町
の
西
、

須
川
の
蛇
行
帯
が
大
水
に
よ
っ
て

突
き
破
ら
れ
、
あ
ふ
れ
た
水
が
北

に
流
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
生
し
ま

し
た
。
水
流
は
、
向
新
田
村
か
ら

達
磨
寺
村
の
東
と
西
の
二
つ
の
流

れ
と
な
り
、
東
流
は
須
川
沿
い
の

自
然
堤
防
と
集
落
の
間
を
文
新
田

か
ら
三
軒
屋
へ
と
流
れ
る
一
方
、

西
流
は
立
道
に
流
れ
て
低
湿
地
の

渋
沼
に
注
ぎ
込
み
ま
し
た
。

　
須
川
下
流
域
で
は
、
自
然
堤
防

が
よ
く
発
達
し
て
お
り
、
特
に
、

須
川
左
岸
で
は
自
然
堤
防
上
が
桑

畑
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
天
明
８
年
（
１
７
８
８
）
の
絵

図
で
は
、
立
道
の
周
辺
と
達
磨
寺

村
の
西
、
さ
ら
に
広
瀬
と
沢
田
に

水
溜
り
や
低
湿
地
が
記
さ
れ
て
お

り
、
達
磨
寺
村
の
東
西
に
あ
る
低

地
が
遊
水
地
の
役
割
を
果
た
し
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
車
渕
は
、
船
町
集
落
の
南
端
、

須
川
右
岸
左
岸
の
曲
流
部
を
い
い

ま
す
が
、
こ
こ
は
自
然
堤
防
が
一

段
と
低
い
地
形
で
今
日
の
県
道
山

第８４話　溜池・堤防の決壊と修復

辺
船
町
線
沿
い
の
船
町
集
落
南
と

鶴
田
橋
の
間
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　
鶴
田
の
標
高
は
１
０
１
・
７ｍ
、

県
道
山
辺
船
町
線
の
標
高
９７
・
２

ｍ
の
窪
地
か
ら
あ
ふ
れ
た
須
川
の

洪
水
は
、
達
磨
寺
西
で
は
標
高
９２

ｍ
、
達
磨
寺
東
と
向
新
田
東
は

９３
・
１ｍ
、
こ
の
間
約
１
㎞
の
勾

配
は
約
６
・
７ｍ
に
も
な
る
こ
と

か
ら
大
き
な
出
水
で
は
相
当
な
流

速
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　

�

第
９
章
第
１
節　
風
水
害
と
対

策

雪の上の熱い戦い！雪中カルタ大会
　
２
月
２
日
、
雪
の
上
に
並

べ
ら
れ
た
カ
ル
タ
の
札
を
取

り
合
う
「
第
２７
回
な
か
や
ま

雪
中
カ
ル
タ
大
会
（
主
催
：

町
青
少
年
育
成
町
民
会
議
）」

が
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
大
会
は
、
地
元
の
歴

史
や
伝
統
行
事
に
ち
な
ん
だ

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ル
タ（
☆
）

を
通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
に

ふ
る
さ
と
で
あ
る
中
山
町
を

よ
く
理
解
し
、
愛
す
る
心
を

育
ん
で
も
ら
お
う
と
毎
年
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
年
は
雪
が
少
な
く
、
屋

内
で
の
開
催
も
検
討
さ
れ
た

そ
う
で
す
が
、
会
場
の
町
民

グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
前
日
降
っ

た
雪
の
お
か
げ
で
絶
好
の
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
。
町
内
の
１４

の
分
団
か
ら
、
小
学
生
と
保

護
者
合
わ
せ
て
４
３
３
名
が

参
加
し
、
分
団
対
抗
で
と
っ

た
札
の
数
を
競
い
合
い
ま
し

た
。

　

札
が
読
み
上
げ
ら
れ
る

と
、
目
的
の
絵
札
を
目
指
し

て
元
気
に
走
り
出
す
参
加
者

た
ち
。
雪
に
足
を
と
ら
れ
て

バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
、
転
ん
で

し
ま
う
児
童
も
い
ま
し
た

が
、「
雪
の
上
は
転
ん
で
も

痛
く
な
い
か
ら
平
気
。
思

い
っ
き
り
走
れ
る
か
ら
楽
し

い
！
」
と
雪
の
上
を
元
気
に

駆
け
回
っ
て
い
ま
し
た
。
会

場
に
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声

と
保
護
者
の
声
援
が
響
き
、

今
年
も
に
ぎ
や
か
な
大
会
と

な
り
ま
し
た
。

▲競技終了後は「ボランティアあ
さひ」の皆さんから玉こんにゃく
が振舞われ、参加者は冷えた体を
暖めました。

そろって札を取ったという親子も。
大津和弘さん・飛雅くん（柳沢分団）

☆�次のようなオリジナルカルタで、
地元への理解を深めました。【大会結果】

Ａブロック
１　位 梅ヶ枝町分団
２　位 １分団（達磨寺・向新田）
３　位 ３分団（旭町、川端、下川、柳町、中町、中原、広瀬）
敢闘賞 柳沢分団、小塩分団

Ｂブロック
１　位 岡分団
２　位 あおば分団
３　位 ２分団（新田町、新町、上町、元町）
敢闘賞 いずみ分団

Ｃブロック
１　位 桜町分団
２　位 ５・６分団（三軒屋、落合、文新田）
３　位 土橋分団
敢闘賞 金沢分団、４分団（北小路、西小路、西町、南小路）

山あいの 「岩谷観音」 目の神様

土橋に 昔からある 「獅子踊り」

岡
おか

は　札
ふだ

所
しょ

の　十四番お

や

つ

　
今
か
ら
５４
年
前
の
昭
和
３５
年
５
月
１０
日
、

昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
が
中
山
町
を
初
め
て

通
過
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
両
陛
下
は
上
山
で
行
わ
れ
た
国

土
緑
化
大
会
植
樹
行
事
に
参
加
さ
れ
た
後
、

寒
河
江
市
の
県
林
業
指
導
所
を
ご
見
学
さ
れ

る
た
め
、
中
山
町
を
通
過
さ
れ
ま
し
た
。

　
沿
道
で
は
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、

約
８
０
０
０
人
も
の
町
民
が
手
に
日
の
丸
旗

を
持
っ
て
出
迎
え
、
両
陛
下
は
終
始
に
こ
や

中山町誕生
（昭和２９年）
中山町誕生
（昭和２９年）

今から５４年前…

タイムスリ
ップなかやま

Vol.10

昭和天皇、中山町ご通過
（昭和３５年）

すもものしずくちゃん
案内人

すもものしずくちゃんの
詳細はフェイスブックで

か
な
表
情
で
手
を
振
っ
て
お

ら
れ
ま
し
た
。

　

寒
河
江
か
ら
お
帰
り
に

な
る
時
は
中
山
町
の
立
道

を
通
っ
て
山
辺
へ
行
か
れ
、

こ
の
日
両
陛
下
は
上
山
の

村
尾
旅
館
に
ご
宿
泊
さ
れ

た
ん
で
す
も
も
。
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皆さんの身近な情報や写真を
お寄せください

総務企画課情報防災グループまで
電話662−4899

まちの人口（２月末現在）
人　口　11,984人（前月比−４人）

　　　　　　（男5,848人、女6,136人）

世帯数　3,616世帯（前月比+１世帯）

　　　人の動き　出生５人　転入15人

　　　（２月届出分）　死亡1２人　転出1２人

戸籍の窓口 ２　月
届出分

　２月４日、町社会福祉協議会主催の「男の料理教室」が
保健福祉センターで開催され、男性２０名が参加しました。
　日ごろ台所に立つ機会が少ないという参加者の皆さん。

　２月１２日、町農業
委員会主催の豊作祈
願餅つきがなかやま
保育園で行われ、年
長児が参加しました。
　「臼と杵を使って
の餅つきは初めて」
という園児がほとん
どで、農業委員会の
皆さんがお手本を披
露すると、杵が振り
下ろされるたびに歓

　２月３日、なかやま保育園で節分行事の豆まき
が行われました。
　園児たちは、園長先生の「鬼をみんなの心の中
にいる泣き虫鬼や弱虫鬼と思って、勇気を出して
退治してください」という呼びかけに元気よく返
事をし、中庭に現れた赤鬼と青鬼に一斉に駆け寄
り、「鬼は外！」と豆を投げつけて退治していま
した。
　泣きたいのを堪えて勇敢に鬼に豆を投げつける
園児や、テレビに出てくるヒーローの技で鬼を追
い払おうとするユニークな園児もいて、にぎやか
な節分行事となりました。

　２月２日、宮城県松島町で行われた「第３６回松
島復興・未来かき祭り」に町観光協会が出店し、
「芋煮会発祥の地」である中山町をＰＲしました。
町では、一昨年から松島町との物産交流を行って
おり、今回もその一環で参加しました。
　冷え込みの厳しい１日でしたが、会場には旬の
かきや各地の特産物を目当てに約５万人が集ま
り、大変なにぎわいをみせていました。
　中山町で出品した芋煮と玉こんにゃくは見事完
売。寒空も手伝って、「芋煮会発祥の地」のあた
たかい芋煮は、特に人気だったようです。

TOPICSTOPICSTOPICSひまわり広場
まちのホットなニュースをお届けします！

松島で特産物をＰＲ

つきたてのお餅、おいしいね♪

元気に豆まき

旧正月恒例　だんご木市
　２月１３日、役場前の上町通りを会場に、町観光
協会が主催する旧正月恒例のだんご木市が開催さ
れました。
　だんご木とは、木の枝を縁起物の船せんべいや
団子で飾り付け、厄除けや家内安全等を祈願する
ものです。
　会場には、ピンク、白、黄色などカラフルに装
飾された華やかなだんご木をはじめ、農産物、焼
きそば、綿菓子などを売る店が立ち並び、買い物
客でにぎわいました。また、お楽しみ抽選会や
「まつりふるまい鍋」の振る舞いもあり、訪れた
人は買い物の合間に冷えた体を温めていました。

お父さん達が料理に挑戦
食べる人から作れる人へ

調味料の量り方や火の調節に
苦戦する場面もありました
が、町食生活改善推進協議会
の皆さんの指導の下、ロース
トビーフ、酢みそ和え、わか
めスープを完成させました。
　参加者はすっかり自信が付
いた様子で、「さっそく家で
作って家族にごちそうした
い」とはりきっていました。

声をあげ、臼の中のもち米がお餅に変わっていく
様子を興味津々で見学しました。
　その後、実際に餅つきを体験。掛け声に合わせ、
みんなで協力してお餅をつきあげました。ついた
お餅は納豆餅にして振舞われ、園児たちはつきた
てのお餅を「つやつやしていてきれい」などと感
想を述べ合いながら、嬉しそうに味わっていまし
た。

おいしくって
思わずバンザイ♪

26.3.15 1617 26.3.15



Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

№1205

※本文中の「Ｇ」は「グループ」を省略したものです。

●
日
時　

４
月
13
日
（
日
）

　
犬
の
飼
主
の
皆
さ
ん
へ

狂
犬
病
予
防
接
種
（
集
合
注

射
）・
犬
の
登
録
等
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

▼
役
場
駐
車
場

　
午
前
９
時
30
分
～
10
時
30
分

▼
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー　

　
午
前
11
時
～
11
時
30
分

▼
す
ぱ
ー
く
中
山
（
総
合
体
育
館
南

側
室
内
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
）
入
口　
　
　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

●
登
録
・
注
射
料
金

▼
注
射
の
み
…
３
２
０
０
円

▼
新
規
登
録
（
新
し
く
飼
い
始
め
た
方
）

と
注
射
…
６
２
０
０
円

◆
犬
の
登
録
を
し
て
い
る
方
に
は
４
月

上
旬
に
案
内
ハ
ガ
キ
が
届
き
ま
す
の

で
忘
れ
ず
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◆
予
防
接
種
に
は
犬
が
暴
れ
た
場
合
に
押

さ
え
ら
れ
る
方
が
お
越
し
く
だ
さ
い
。

◆
狂
犬
病
予
防
接
種
は
す
べ
て
１
頭
１
針

で
行
っ
て
お
り
、
複
数
の
犬
に
同
じ
針

を
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

◆
当
日
会
場
で
予
防
接
種
が
受
け
ら
れ

な
い
方
は
、
遅
く
と
も
６
月
末
ま
で

　
中
山
町
の
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
が
自
主

的
に
読
書
に
親
し
み
、
読
書
習
慣
を
身
に
付

け
る
環
境
づ
く
り
を
目
指
す
た
め
、『
中
山

町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
』
の
策
定
を

進
め
て
い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
は
町
内
の
小
中
学
生
や
保
護
者

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
学
識
経
験
者
や

学
校
教
諭
等
で
構
成
さ
れ
る
策
定
委
員
会
で

検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
び
計
画

素
案
と
し
て
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
計
画

策
定
に
あ
た
っ
て
、
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の

意
見
を
募
集
し
ま
す
。

■
計
画
素
案
の
公
表
方
法

①
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
新
着
情
報
」
へ

の
掲
載

②
各
施
設
で
の
閲
覧
（
役
場
１
階
総
合

窓
口
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
中
央

公
民
館
、
な
か
や
ま
保
育
園
、
ほ
ん

わ
館
）

■
意
見
の
募
集
期
間　

３
月
20
日
（
木
）
～

４
月
６
日
（
日
）　

■
意
見
の
提
出
方
法　

各
閲
覧
施
設
へ

持
参
、
郵
送
（
中
山
町
大
字
長
崎

６
０
１
０
）、電
子
メ
ー
ル（syakyou@

tow
n.nakayam

a.yam
agata.jp

）、

FAX
（
６
６
２
‐
５
４
４
０
）

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
の
加
入
・
脱
退

届
出
は
、
異
動
の
あ
っ
た
日
か
ら
14
日
以
内

に
お
願
い
し
ま
す
。

【
国
保
に
加
入
す
る
と
き
】

　
退
職
等
に
よ
り
ご
加
入
の
医
療
保
険
を
脱

退
し
た
と
き
（
切
れ
目
な
く
他
の
医
療
保
険

に
加
入
し
た
場
合
を
除
く
）
や
、
前
住
所
地

で
市
区
町
村
の
国
保
に
加
入
し
て
い
た
方
が

中
山
町
へ
転
入
し
た
と
き

●
届
出
に
必
要
な
も
の　
▼
社
会
保
険
資
格

喪
失
連
絡
票
（
退
職
し
た
事
業
所
で
発

行
）
▼
世
帯
主
の
印
鑑　
▼
厚
生
年
金
証

書
（
厚
生
年
金
受
給
資
格
が
あ
る
60
歳
～

64
歳
の
方
）

※
60
歳
未
満
の
方
は
国
民
年
金
加
入
手
続
き

を
併
せ
て
行
い
ま
す
の
で
、
年
金
手
帳
も

お
持
ち
く
だ
さ
い
。

【
国
保
か
ら
脱
退
す
る
と
き
】

　
就
職
ま
た
は
家
族
の
被
扶
養
者
に
な
り
、

勤
務
先
か
ら
医
療
保
険
証
の
交
付
を
受
け
た

と
き
や
、
中
山
町
か
ら
転
出
す
る
と
き
（
下

記
「
㊫
保
険
証
の
手
続
き
」
も
ご
確
認
く
だ

さ
い
）

　
『
中
山
町
子
ど
も
読
書
活
動
推

進
計
画
（
素
案
）』
に
対
す
る

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
意

見
公
募
）
を
実
施
し
ま
す

※
提
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ

 

☎
６
６
２
‐
２
２
３
５

に
動
物
病
院
で
必
ず
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。
犬
が
病
気
や
高
齢

の
場
合
も
自
分
で
判
断
せ
ず
に
獣
医

師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

●
そ
の
他　

▼
犬
が
死
亡
し
た
と
き
や
飼
主
が
変

わ
っ
た
と
き
は
、
役
場
に
届
出
が
必

要
で
す
。
印
鑑
と
鑑
札
等
を
持
参
し

て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
（
役

場
１
階
４
番
窓
口
）。

▼
犬
が
い
な
く
な
っ
た
ら
必
ず
村
山
保
健

所
（
☎
６
２
７
‐
１
１
８
７
）
へ
連
絡

し
ま
し
ょ
う
。
保
護
さ
れ
て
い
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
万
が
一
の
場
合

に
備
え
、
鑑
札
は
必
ず
首
輪
に
着
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

▼
犬
に
関
す
る
苦
情
や
相
談
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。
散
歩
中
の
フ
ン
の
後

始
末
は
必
ず
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
放
し
飼
い
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

訂　正
　３月１日号１ページ
防災メール記事に誤り
がありましたので訂正
します。
迷惑メール解除設定ア
ドレス
誤 jlhp.town.nakayama.
yamagata/mail/mobile
正
mob i l e@j lm l . town .
nakayama.yamagata.jp

　
～
春
は
異
動
の
季
節
で
す
～

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱

退
・
㊫
保
険
証
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

※
届
出
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ
（
役
場
１
階
③
番
窓
口
）

 

☎
６
６
２
‐
２
１
１
３

●
届
出
に
必
要
な
も
の　
▼
新
た
に
発
行
さ

れ
た
医
療
保
険
証
（
全
員
分
）　

▼
国
保

の
保
険
証
（
脱
退
す
る
方
全
員
分
）　

▼

世
帯
主
の
印
鑑　

※
国
保
加
入
者
が
75
歳
に
な
り
、
後
期
高
齢

者
医
療
に
加
入
し
た
場
合
は
、
国
保
脱
退

の
届
出
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

【
㊫
保
険
証
の
手
続
き
】

　
大
学
や
専
門
学
校
な
ど
で
の
修
学
の
た
め

に
国
保
加
入
者
で
あ
る
家
族
と
住
所
地
を
別

に
す
る
方
は
、
特
例
で
中
山
町
の
国
保
に
加

入
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。「
㊫
保
険
証
」

を
交
付
し
ま
す
の
で
、
届
出
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、
現
在
「
㊫
保
険
証
」
を
お
持
ち
の

方
も
、
更
新
あ
る
い
は
非
該
当
の
届
出
が
必

要
で
す
。

■
新
た
に
学
生
と
し
て
町
外
に
住
所
を
移

転
す
る
場
合
（
㊫
該
当
届
）

■
進
級
等
に
よ
り
、
今
年
４
月
以
降
も
引

き
続
き
在
学
中
の
場
合（
㊫
該
当
届〈
年

度
更
新
〉）

■
卒
業
し
た
場
合
（
㊫
非
該
当
届
）

●
届
出
に
必
要
な
も
の　
▼
在
学
証
明
書
ま

た
は
学
生
証
の
写
し
（
非
該
当
届
出
時
は

不
要
）
▼
国
保
の
保
険
証　
▼
町
内
世
帯

主
の
印
鑑　

※
対
象
者
の
現
住
所
お
よ
び
在
学
す
る
学
校

の
名
称
・
住
所
を
控
え
て
き
て
く
だ
さ
い
。

身体障がい者自動車福祉給油券
福祉タクシー利用券を交付します

　交付は福祉給油券か福祉タクシー利用券いずれか一方です。
福祉給油券 福祉タクシー利用券

対
象
者

■町内に住所があり実際に住所地で生活している方
■下記のいずれかを所持している方（②・③のみ
に該当する方は、福祉タクシー利用券のみ申請できます。）
①身体障害者手帳所持者（視覚障害１～４級、　
聴覚障害２・３級、上肢１～４級、下肢１～５級、
体幹１・２・３・５級、内部障害：１・３・４級）

②療育手帳所持者でＡランクの方
③精神障害者保健福祉手帳所持者で１～３級の方

■福祉給油券については、対象者本人が運転
可能で、かつ、本人名義の車をお持ちの方

申
請
日

■３月 28日（金）午前９時～正午　
　　役場 103会議室
■３月 31日（月）午前９時～正午
　　保健福祉センター検診ホール
※�都合が悪い場合は４月１日以降に次の窓口において申
請できます。福祉給油券…保健福祉センター　福祉
タクシー券…役場総合窓口または保健福祉センター

持
ち
物

印鑑・身体障害者手帳・
運転免許証 ・車検証 印鑑・上記の手帳

※お問い合わせ先　
　健康福祉課福祉Ｇ　☎662-267３

●
対
象
者　

町
内
に
住
所
を
有
し
て
お
り
、

中
山
町
立
の
小
中
学
校
に
在
学
し
て
い
る

児
童
生
徒
の
保
護
者
等
で
、生
活
保
護
を

受
給
中
ま
た
は
生
活
保
護
に
準
ず
る
程
度

に
困
窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
方

●
援
助
さ
れ
る
も
の　

�

①
学
用
品
費　

②

通
学
用
品
費　
③
校
外
活
動
費　
④
新
入

学
用
品
費　
⑤
修
学
旅
行
費　
⑥
通
学
費

⑦
医
療
費　
⑧
給
食
費　
⑨
そ
の
他
就
学

に
係
る
経
費
等

　
就
学
援
助
制
度
の
お
知
ら
せ

※
申
請
・
お
問
い
合
わ
せ
先

 

教
育
課
学
校
教
育
Ｇ 

☎
６
６
２
‐
５
４
８
４

●
申
請
方
法　

関
係
書
類
を
添
付
し
、３
月

28
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
書
は
町
内
各
小
中
学
校
ま
た
は
学
校

教
育
Ｇ（
中
央
公
民
館
内
）に
準
備
し
て
あ

り
ま
す
。

　
冬
期
間
の
灯
油
購
入
費
を
助

成
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
Ｇ 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
２
６
７
３

●
申
請
期
間　

３
月
20
日
（
木
）
ま
で

●
申
請
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
対
象
世
帯
や
助
成
内
容
に
つ
い
て
の
詳
細

は
３
月
１
日
号
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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シニア
るんるん体操教室

への参加者募集

貯
ちょ
筋
きん

保健カレンダー ※保健事業に関するお問い合わせ先
健康福祉課　健康づくりＧ　☎６６２−２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付 ３/25（火）
9：00～10：00

保健福祉
センター

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　印かん、妊娠届出書

定期健康相談 ３/25（火）
10：30～11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談
を行います。

予防接種相談会 ３/25（火）
10：30～11：30 予防接種についての相談を行います。

乳 児 健 診
３/26（水）

11ヶ月児13：00集合
３ヶ月児13：10集合

保健福祉
センター
検診ホール

平成25年４月・12月生まれの子どもと前回欠
席の子ども
●持ち物　母子手帳、バスタオル、問診票、
交換用おむつ（11ヶ月児は歯ブラシも）

●

●

●
そ
の
他
団
体
等
の
お
知
ら
せ
●
●
●

　
①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き　

　

③
と
こ
ろ　

④
内
容　

⑤
対
象・
定
員　

　
⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

【
国
税
専
門
官
採
用
試
験
（
大
学
卒
業
程
度
）】

①
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研
修
係　

（
☎
０
２
２
‐
２
６
３
‐
１
１
１
１　
内
線

３
２
３
６
）　
②
第
１
次
試
験
日
…
６
月
８

日
（
日
）　
④
国
税
専
門
官
は
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税
務
署
等
に

お
い
て
調
査
・
徴
収
・
検
査
や
指
導
な
ど
を

行
う
税
務
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す　
⑤
受

験
資
格　
▼
昭
和
59
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

５
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者　
▼
平
成
５
年

４
月
２
日
以
降
生
ま
れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る

も
の　
⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
お
よ
び
平
成

27
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る
見
込
み

の
者　
⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
者　
⑦
▼
受
験
申

込
方
法　

受
験
申
込
み
は
原
則
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
申
込
み
と
し
ま
す
。
郵
送
ま
た
は
持

参
用
受
験
申
込
書
の
請
求
は
最
寄
り
の
税
務

署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま
た
は
人
事

院
東
北
事
務
局
ま
で　
▼
受
験
申
込
受
付
期

間　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
…
４
月
１
日
（
火
）

～
14
日
（
月
）　

郵
送
ま
た
は
持
参
…
４
月

１
日
（
火
）
～
２
日
（
水
）

●期間　４月～6月末までの毎週金曜日
　午前10時～11時または午後2時～３時
　（午前か午後どちらかを選択）
●場所　中央公民館大ホール
●対象　町内の65歳以上の元気な高齢者（ます
ます足腰を鍛えたいと考えている方や最近足
腰が少し弱ってきているかなと感じている方
大歓迎。ただし、要介護認定者、特定高齢者
該当の方は原則として参加できません。）

●内容　介護予防を目的とした軽体操�(音楽に合
わせて行う楽しい体操で、元気な方なら誰で
もできる体操です)

●参加料　無料
●定員　午前、午後各20名　計40名
●申込方法　申込書に必要事項を記入し、３月
17日（月）～24日（月）まで健康福祉課また
は役場総合窓口に提出してください。（申込書
は健康福祉課、役場総合窓口にあります。）

※お問い合わせ先
　健康福祉課福祉Ｇ　☎662-2４５6

子ども園の春休みイベント

●日時　３月25日（火）午後１時30分
●場所　子ども園（岡地区・旧ひまわり保育園）
●対象　春休み中の町内の小学生
●内容　中山町更生保護女性会による「輪投げ」
　　　　「ジャンボ絵本読み聞かせ」
●参加申込み　参加希望者は直接子ども園へ
　おいでください。参加費は無料です。
※お問い合わせ先
　健康福祉課健康子育て支援Ｇ　☎662-22１０

中山町観光ガイドを募集します

　中山町観光ガイドひまわり会では、中山町へ
の観光客をもてなし、魅力的な情報を提供し
ていただけるガイドを募集しています。
　活動は無償で、不定期のものとなります。
　（年会費1,000円。昼食、交通費等支給。
　　会員ジャンパー等貸与）
　興味のある方は、お気軽にお問い合わせく
ださい。

※お問い合わせ先
　中山町観光ガイドひまわり会事務局
　（中山町観光協会事務局内）　☎662-2１１４

�ひまわり温泉ゆ・ら・ら　
　　　営業時間変更のお知らせ
　４月１日から開館時間が30分繰り上がり、
午前6時になります。
　（４月～９月：午前６時開館、
　 10月～３月：午前６時30分開館）
　皆様のご利用をお待ちしております。
※お問い合わせ先　　
　ひまわり温泉ゆ・ら・ら　☎662-５777

中山町情報・物産館『○
まる
っと』

出店者を募集します
　○

まる
っとでは、中山町の物産を紹介し販売していただける団

体・個人を募集しています。
　出店者登録費用は入会金20,000円と年会費5,000円で、
手数料等は下記のとおりです。
分　　類 手　数　料
農　産　品 15％
加　工　品 20％

※お問い合わせ先　中山町情報・物産館○
まる

っと　☎67４-０５7５

昆虫等、不明な点はお
問い合せください。

　雪解けが進むと歩行者の行動や自転車の

利用が活発になり、歩行者や自転車が関係す

る交通事故が多発することが懸念されます。

　道路を横断する時は、しっかり止まって

安全確認を徹底しましょう。

  運転者は、歩行者・

自転車を見かけたら

思いやり運転に

心がけましょう。

書き損じハガキ回収への

ご協力ありがとうございました

　中山中生徒会が１月に町民の皆さんに
呼びかけて集まった書き損じハガキは
3,448枚でした。
　皆さんには突然話しかけてしまった
り、ご自宅に伺ったりと、大変ご迷惑を
おかけしましたが、おかげでたくさんの
ハガキを集めることができました。
　これらのハガキは『シャプラニール』
という団体に送られ、バングラデシュや
ネパールで働く女の子や、農村の障がい
のある人への支援に役立ちます。
　皆さんのご協力、本当にありがとうご
ざいました。
※お問い合わせ先
　中山中学校　☎662-2１2９

町内サークル・愛好会の情報を

『お知らせ版』に掲載しませんか

★町内のサークル・愛好会等でメンバー募集や
イベント等のお知らせを掲載したい場合は、
①とき　②ところ　③対象　④内容　⑤申し
込み　⑥問い合わせ先（氏名・連絡先）を記
載した原稿に氏名（団体名）・住所・連絡先を
記入のうえ、総務企画課情報防災Ｇへ持参す
るか郵送・電子メールでお送りください。

　（送付先⇒この冊子の最終ページをご覧ください）
★原稿締切日　１日号は前月15日、15日号はそ
の月の１日午後５時まで厳守

　（締切日が閉庁日に当たる場合はその前日まで）
★紙面の都合上、内容を省略する場合がありま
す。また、掲載原稿の校正は原則お出ししま
せん。

★営利目的、広く町民を対象としないものなど、
掲載が適当でないと町が判断したものは掲載
できません。

ひまわりグラウンドゴルフ場
「年間使用券購入」
  「コース独占使用」の
　 申込受付を開始します
●申込受付開始　３月15日（土）
●受付場所　総合体育館、
　　　　　　役場総合窓口

※お問い合わせ先　
　総合体育館　☎662-2３００
　教育課生涯学習G　☎662-22８９
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